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環境コミュニケーション
新しい環境活動のかたちを求めて
環境負荷低減
技術の向こうに見える、エコの顔
環境会計
環境への影響を「見える化」すると
地域コミュニケーション
ひとりひとりの元気のために
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安全と安心をお届けするために
企業としての社会的責任
親しまれ信頼され続ける企業へ向けて
コカ・コーラシステムと北海道コカ・コーラボトリング
北の大地とともに成長する企業として
工場見学/プロフィール
「さわやかさ」を身近に感じてほしい
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北海道コカ・コーラボトリンググループ
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安全・安心ネットワーク
かけがえのないふるさとを守りたい

子どもたちの笑顔を応援 !
子どもたちの「もっと」に応えたい

北海道をもっと元気に !
素敵な未来へ向かって、企業や地域がつながる
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これまでの50年から学んだこと
これからの50年へ伝えたいこと

環境・水の循環
途切れず、つづける。次世代につなぐ。
北海道の豊かな水環境



  1月：北海道飲料株式会社として設立
  3月：コカ・コーラおよびファンタの
          販売を開始
  9月：商号を北海道コカ・コーラボトリング
          株式会社に改称
12月：本社工場竣工

札幌市清田区の田園風景の中に突然
現れた延床面積約2,400㎡、鉄筋コ
ンクリート2階建ての近代的建物は、
その斬新なデザインと鮮やかな色彩
で地域の話題を呼びました。2月：コカ・コーラ350㎖缶の販売を開始

2月：第11回冬季オリンピック札幌大会に
        全面協賛・支援

アジア初の冬季オリンピックであり、世界35ヶ国の選手
が参加したこのビッグイベントに、コカ・コーラシステムと
して「世界は一つ、さわやかさも一つ」をテーマに全面的
に協賛しました。

1972

1963

4月：コカ・コーラホームサイズ
　　  (500㎖)の販売を開始

1966

缶入りコカ・コーラの登場は、レ
ジャー時代に入り、持ち歩きに
便利な缶製品のニーズが高まると
ともに、空ビン返却のわずらわし
さを避けたい消費志向にもマッチ
しました。

先輩たちがつないでくれた北海道開発局との
「道路を広く美しく」運動。

10月：コカ・コーラ250㎖缶の
           販売を開始
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1970 1963
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つながる
50年

北海道コカ・コーラ
ボトリンググループ

2008 札幌市円山動物園、旭川市旭山動物園と
協働の取り組みを開始

札幌市円山動物園と「環境協働事業に
関する協定」を締結。同園内に「ネイ
チャーカフェ・アース」をオープンし、
地元産食材や環境教育の場などを提
供しています。

2010

2002

1999

2005

2003

2012

2007

 3月：新マルチＰＥＴライン稼働開始
3月：道内全179市町村と防災協定締結終了
  4月：北海道限定パッケージ「スマートボトル」の販売を開始

      1月：本社工場を 「札幌工場」 に名称変更
12月：CSR推進室設立
         （現：広報・CSR推進部）

  5月：コカ・コーラシステムとして
　　　日韓共催のサッカーFIFAワールドカップを全面支援
11月：本社工場に 立体自動倉庫を新設

7月：ダイエットコカ・コーラの
　　販売を開始

3月：北海道警察と「防犯ほっとインフォメーション」開始
  6月：コカ・コーラ ゼロの販売を開始

7月：キャラクター“Qoo”が札幌市の食育特別大使に任命される
11月：函館市からキッズタウンスタート

「ジョージアサントスプレミアム」を
通じて、北海道の環境保全活動を
応援しています。

1月：本社新工場に無菌充填
　　ラインを増設

4月：コカ・コーラ
        1.5ℓサイズの
         販売を開始

1983

6月：コカ・コーラ1ℓ
　　 サイズの販売を
　　 開始

1977

2011     2月：全警察署と「防犯ほっとインフォメーション」協定締結終了    6月：札幌市と「環境事業に関する協定」を締結
 9月：途切れず、つづけるＣＳＲのシンボル
           札幌市白旗山において、50年森づくりスタート
  11月：帯広事業所が環境配慮型事業所としてリニューアル

2009      1月：札幌市および清田区と「まちづくりパートナー協定」を締結
     5月：ミネラルウォーター「い・ろ・は・す」の販売を開始
11月：「北海道e-水プロジェクト」の取り組みを開始

2006      4月：斜里町と知床世界自然遺産の保護に関する協定を締結　   　　 （2007年5月羅臼町と締結）
     6月： ジョージアサントスプレミアム知床デザイン缶の販売を開始
  7月：「子どもの安全を見守る運動」スタート
  9月：「CSRレポート」第一号発行
10月：「おしらせ道ねっと」を開始
12月：「防災に関する協力協定」を北海道と締結
　　　 市町村との防犯協定スタート

従来から札幌市清田区の
水は良質であると定評が
ありました。「い・ろ・は・す」
の水は、札幌工場で採水し
たものを使用しています。

持ちやすく、小家族向けの
「スマートボトル」
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白旗山の森づくり活動

「北海道e-水プロジェクト」採択団体 ブロックを使った実験（山のがっこう） 「北海道e-水プロジェクト」の活動

わくわく体験ランド北海道in白旗山

環境出張授業「もっと知ろう! 水のこと。」

56

つながる
Action■
環境・水の循環

1

50
年
か
け
て「
森
づ
く
り
」に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
山
の
が
っ
こ
う
」が

プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　北
海
道
コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
は
50
年
間
、北
海
道
の
豊
か
な
水
に
支
え

ら
れ
、製
品
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ

し
て
、こ
れ
か
ら
も
森
づ
く
り
な
ど
を
通
じ

て
、こ
の
北
の
大
地
の
素
晴
ら
し
い
水
資
源

を
守
り
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　札
幌
工
場
で
製
品
の
製
造
に
使
用
し
て
い

る
水
は
、札
幌
市
清
田
区
白
旗
山
を
水
源
と

し
て
長
い
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ
た
地
下
水

で
す
。こ
れ
か
ら
も
美
し
い
水
を
守
り
育
て

て
い
く
た
め
、2
0
1
1
年
に
札
幌
市
と「
環

境
事
業
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

「
白
旗
山
の
森
づ
く
り
」と
し
て
、「
森
に
学
ぼ

う
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
わ
く
わ
く
体
験
ラ
ン
ド

北
海
道
in
白
旗
山
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
と
の
植
樹
活
動
や
子
ど
も
た
ち

と
の
自
然
散
策
な
ど
の
取
り
組
み
を
開
始
し
、

50
年
に
わ
た
り
継
続
し
て
森
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　北
海
道
コ
カ
・コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ（
株
）の

創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

2
0
1
2
年
11
月
、清
田
区
白
旗
山
に
お
い
て

「
山
の
が
っ
こ
う
」を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　北
海
道
大
学
大
学
院
の
先
生
と
学
生
、そ
し

て
清
田
区
や
清
田
小
学
校
と
の
協
働
で
、自
然

教
室
を
開
催
し
、参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

森
と
水
の
大
切
な
関
係
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

途切れず、つづける。次世代につなぐ。
北海道の豊かな水環境
北海道の豊かな水環境を、
次世代につなげていくために
私たちは「いのち」を育み、水の自然を守るため
循環型社会の実現を目指しています。

　北
海
道
の
豊
か
な
水
資
源
と
美
し
い
自
然
環
境
を
次
世

代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て「
北
海
道

e-

水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
、2
0
1
0
年
よ
り
北
海
道
と

（
公
財
）北
海
道
環
境
財
団
と
の
連
携
の
も
と
推
進
し
て
い

ま
す
。

　こ
れ
は「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
サ
ン
ト
ス
プ
レ
ミ
ア
ム
北
海
道

限
定
デ
ザ
イ
ン
」の
売
上
の
一
部
を
、広
く
公
募
し
た
北
海

道
の
水
辺
を
守
る
団
体
の
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
う
取
り

組
み
で
す
。各
地
域
の
団

体
が
行
っ
て
い
る
水
辺
の

観
察
会
や
清
掃
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
は
、当

社
社
員
も
積
極
的
に
参
加

し
て
、自
然
を
愛
す
る
人

と
地
域
の
き
ず
な
を
深
め

て
い
ま
す
。

　未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
水
資
源
の
大

切
さ
に
つ
い
て
、楽
し
く
学
ん
で
も
ら
う
た

め
、全
道
の
子
ど
も
た
ち
へ
環
境
出
張
授
業

「
も
っ
と
知
ろ
う
!
水
の
こ
と
。」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　こ
の
授
業
で
は
国
内
外
の
水
の
飲
み
比
べ

を
は
じ
め
、世
界
の
水
資
源
に
関
す
る
ク
イ

ズ
や
地
元
の
水
に
つ
い
て
の
豆
知
識
な
ど
を

通
じ
て
、地
域
か
ら
世
界
の
水
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
水
を
守
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

全
道
で「
環
境
出
張
授
業
」を

展
開
し
て
い
ま
す
。

厚別川

白旗山

札幌工場
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　地
域
社
会
の「
い
ま
」を
見
つ
め
、そ
の
安

全
と
安
心
を
支
え
る
た
め
に
、当
社
は
こ
れ

か
ら
も
地
域
や
自
治
体
と
連
携
し
て
、地
域

を
守
る
活
動
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　当
社
は
道
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
物
流
網

を
有
す
る
こ
と
か
ら
、2
0
0
6
年
12
月
よ

り
地
域
の
飲
料
水
備
蓄
基
地
の
代
行
を
柱
と

し
て
、道
内
全
市
町
村
を
包
括
す
る「
災
害
時

に
お
け
る
飲
料
の
供
給
等
防
災
に
関
す
る
協

力
協
定
」を
北
海
道
と
締
結
し
、防
災
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
北
海
道
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

一
環
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
協
定
に
基
づ
き
、電
光
掲
示
板
付
き

災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
を
活
用
し
た
市
町

村
と
の
協
働
の
取
り
組
み
を
展
開
し
、

2
0
1
2
年
3
月
に
は
、す
べ
て
の
市
町
村

と
の
間
に
安
全
・
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
が
り
ま
し
た
。こ
の
自
動
販
売
機
は
、パ
ソ

コ
ン
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

遠
隔
操
作
に
よ
り
、市
町
村
か
ら
の
地
域
情

報
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
配
信
で

き
る
ほ
か
、災
害
発
生
時
な
ど
の
緊
急
時
に

は
自
治
体
の
判
断
で
飲
料
を
無
料
提
供
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　当
社
は「
大
人
だ
け
が
子
ど
も
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、「
子
ど
も
の
安
全
を

見
守
る
運
動
」を
推
進
す
る
こ
と
を
北
海
道

へ
提
案
し
、2
0
0
7
年
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。現
在
、こ
の
運
動
は
、さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

要
素
を
吸
収
し
て「
安
全
・
安
心
ど
さ
ん
こ

運
動
」に
発
展
し
ま
し
た
。

　2
0
0
6
年
7
月
よ
り
、当
社
で
は
グ

ル
ー
プ
を
挙
げ
て
全
道
の
事
業
所
と
車
両

（
約
1
、2
0
0
台
）に
ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ

カ
ー
を
掲
示
し
、社
員
一
人
ひ
と
り
が
日
々

の
活
動
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、釧
路
事
業
所
で
は
、

全
従
業
員
が
交
代
で
子
ど
も
た
ち
の
通
学
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　北
海
道
・
北
海
道
警
察
・
社
団
法
人
北
海

道
家
庭
生
活
総
合
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、道
内
の「
犯
罪
被
害
者
及

び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
」に
対
す
る
犯
罪
被

害
者
支
援
事
業
や
、犯
罪
が
減
少
す
る
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　全
道
の
警
察
署
に
設
置
し
て
い
る
自
動
販

売
機
の
売
上
の
一
部
を
同
セ
ン
タ
ー
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
ほ
か
、自
動
販
売
機
に「
被

害
者
支
援
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
」を
掲
示
し

て
い
ま
す
。

　2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
以
降
、釧
路
市
で
は
津
波
に
対
す

る
防
災
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。そ
の
後
、釧

路
市
や
連
合
町
内
会
と
、地
域
防
災
に
つ
い

て
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
機
に
、当
社

の
自
動
販
売
機
に
海
抜
表
示
を
取
り
付
け
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、こ
の
海
抜
表
示

の
取
り
組
み
は
全
道
へ
水
平
展
開
し
、道
内

約
4
、7
0
0
台
の
当
社
自
動
販
売
機
で
の

展
開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　2
0
1
2
年
、北
海
道
内
で
発
生
し
た
停

電
や
雪
害
な
ど
の
災
害
時
に
は
、北
海
道
と

の
防
災
協
定
に
基
づ
き
、避
難
所
へ
飲
料
を

寄
贈
し
た
ほ
か
、各
自
治
体
の
判
断
で
災
害

対
応
型
自
動
販
売
機
内
の
飲
料
を
無
料
で
提

供
し
て
い
ま
す
。

　全
道
各
地
で
、防
犯
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
自
動
販
売
機
に
掲
示
し
、地
域
で
防
犯
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

78

北
海
道
全
域
の
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

自
動
販
売
機
へ
の「
海
抜
表
示
」を

展
開
し
て
い
ま
す
。

自
動
販
売
機
を
活
用
し
た

防
犯
活
動

犯
罪
被
害
者
支
援
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

自動販売機の「海抜表示」小樽防犯活動「小学生の防犯ポスター」

札幌市防災訓練の防災協力自動販売機

札幌市防災訓練の災害救援物資輸送車

緊
急
時
の
飲
料
提
供

かけがえのない
ふるさとを守りたい
地域の安全・安心を守るための
広域ネットワークづくりを目指しています。

つながる
Action■
安全・安心
ネットワーク

2

「子どもの安全を見守る
運動」のステッカー

停電のため
雪害のため
土砂崩れのため
雪害・暴風雪による停電被害のため
水害避難指示のため
水害避難指示のため
雪害・地震のため
雪害のため
雪害のため

1
1
1
1
2
1
3
1
1
12

自動販売機による無料提供実施回数

洪水被害のため
暴風雪による停電被害のため
雪害のため

1
1
1
3

避難所等への飲料提供

日 高 町
豊 浦 町
占 冠 村
豊 富 町
寿 都 町
京 極 町
新 冠 町
神恵内村
猿 払 村
合 　 計

岩見沢市
登 別 市
猿 払 村
合 　 計

災害時には自治体の
判断で自動販売機内の
飲料を無料提供します

身近な犯罪や
事件情報を
お知らせします

祭りや地域イベントの
情報をお知らせします

住所や海抜を
表示します

まちの魅力や
観光情報を
お知らせします

車上狙い多発中 !!
自動販売機から
色々なメッセージが
流れてくるね！

災害や防災、
道路情報を
お知らせします

お、車上狙い？
気をつけなくちゃ！
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各都市でのキッズタウン開催

2010
2011
2012
2012
2012

500
552
37０
350
44６
2,216

25
25
23
18
21
112

函館市
旭川市
帯広市
釧路市
室蘭市
合　計

2012年
参加者数

2012年
協力団体数市町村 開催開始年

子
ど
も
た
ち
の

「
ま
ち
づ
く
り
」を
応
援

　

北
海
道
に
眠
る
豊
か
な
可
能
性
―
―
例
え

ば
雄
大
な
自
然
と
明
瞭
な
四
季
、将
来
の
産

業
基
盤
で
あ
る
農
業
、整
備
さ
れ
た
道
路
や

港
湾
、緑
の
大
地
に
育
ま
れ
た
創
造
性
豊
か

な
若
者
た
ち
。こ
れ
ら
の「
未
来
資
源
」を
資

本
と
し
て
、
21
世
紀
の
北
海
道
は
さ
ま
ざ
ま

に
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

北
海
道
生
ま
れ
の
道
産
子
企
業
だ
か
ら
こ

そ
、地
域
社
会
の
明
日
へ
向
け
て
真
摯
に
取

り
組
み
た
い
。こ
れ
か
ら
も
、私
た
ち
は「
つ

な
が
る
」を
テ
ー
マ
に「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
」

を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
よ
り
、各
都
市
で
小
学
生
が
仮

想
の
ま
ち
で
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
体
験
し
な

が
ら
社
会
の
仕
組
み
を
楽
し
く
学
ぶ「
キ
ッ
ズ

タ
ウ
ン
」を
共
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、当
社
が
、各
市
町
村
お

よ
び
教
育
委
員

会
と
共
催
、地

域
の
企
業
・
団

体
の
方
た
ち
の

協
力
を
得
て
開

催
さ
れ
る
も
の

で
、イ
ベ
ン
ト

会
場
で
は
毎
回

た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
職

業
に
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
、栗
山
町
・
栗
山
教
育
委
員

会
及
び
賛
同
企
業
12
社
と
協
働
し
、「
ふ
く
し

ま
キ
ッ
ズ
栗
山
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」を
栗
山

町
の
雨
煙
別
コ
カ・コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
で

初
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
、屋
外
で
の
活
動
に
制
限
を
受
け

て
い
る
福
島
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、夏

休
み
の
想
い
出
作
り
を
応
援
す
る
も
の
で

す
。北
海
道
の
自
然
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
活
動
を
す
る
ほ
か
、北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
野
球
教
室
、J
A
L
の
紙

飛
行
機
教
室
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
※
）の
宇
宙
教
室

を
実
施
す
る
な
ど
、子
ど
も
た
ち
に
遊
び
と

学
び
を
提
供
し
ま
し
た
。

（
※
）J
A
X
A 

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

　

2
0
1
1
年
6
月
、当
社
は
札
幌
市
と
の

間
で
、「
環
境
事
業
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

し
ま
し
た
。

　
「
環
境
教
育
」「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
」「
健

や
か
な
成
長
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、札
幌
市

円
山
動
物
園
を
舞
台
に
、「
ア
ー
ス
デ
イ
」や

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ム
ー
ビ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
教
育
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

訪
れ
た
方
々
が
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

の
で
き
る
機
会
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、同
園
内
に
は
休
憩
し
な
が
ら
、環

境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
場
と
し
て

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
カ
フ
ェ
・
ア
ー
ス
」

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
5
月
、当
社
が
旭

川
市
と
協
定
し
て
い
る「
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本

協
定
」に
基
づ
き
、学
生
主
導
に

よ
る
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

〝
つ
な
が
る
輪「
い
の
ち
」〞
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、旭
川
市
旭
山
動
物
園

内
に
あ
る
当
社
寄
贈
の
休
憩
施

設「
や
す
ら
ぎ
の
森
」の
隣
に
、

地
元
企
業
や
学
校

と
協
働
で「
循
環

型
農
園
」を
作
り
、

そ
こ
で
旭
川
実
業

高
校
の
学
生
た
ち

が
動
物
た
ち
の
排

泄
物
を
堆
肥
に
有

機
野
菜
を
栽
培
し

て
い
く
も
の
で
す
。

そ
し
て
、そ
の
栽

培
さ
れ
た
野
菜
を

自
分
た
ち
や
動
物

が
食
べ
る
こ
と
で
、

「
い
の
ち
」の
つ
な

が
り
を
学
習
す
る

「
体
験
型
環
境
プ
ロ

グ
ラ
ム
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

札
幌
市
円
山
動
物
園
と

協
働
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
島
の
子
ど
も
た
ち
に

遊
び
と
学
び
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

旭
川
市
旭
山
動
物
園
で

循
環
型
農
業
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

ふくしまキッズ栗山サマーキャンプの宇宙教室

旭川市旭山動物園内にある循環型農園

むろらんキッズタウンにおける職業体験 くしろキッズタウンにおける職業体験おびひろキッズタウンにおける職業体験

札幌市円山動物園「アースデイ」での、水のろ過体験

子どもたちの
「もっと」に応えたい
明日の素敵な北海道をつくるため、
未来の子どもたちの豊かな創造性を育みたい。
私たちは、これからも人びとの心を一つにつなげ、
「みんなの笑顔」を地域に咲かせていきます。

つながる
Action■
子どもたちの
笑顔を応援!

3

旭川市旭山動物園内にある循環型農園札幌市円山動物園「アースデイ」での、水のろ過体験

環境教育

子どもたちの
未来 健やかな

成長
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住
み
よ
い
地
域
社
会
と
躍
進
す
る
産
業
の

美
し
い
調
和
を
目
指
し
て
、北
海
道
の
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。海
と

大
地
の
潜
在
力
、注
目
さ
れ
る
経
済
圏
、多
様

に
結
ば
れ
る
人
び
と
の
交
流
│
│
新
た
な
る

街
の
息
吹
が
、う
る
お
い
の
あ
る
居
住
環
境

を
つ
く
り
、生
き
が
い
と
思
い
や
り
の
交
差

す
る
街
路
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
新
し
い
企
業
像
を
求
め

て
、北
海
道
コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
は
、地
域
社
会
の
豊
か
な
可
能
性
を
見
つ

め
、大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
内
の
5
都
市（
札
幌
市
・
旭
川
市
・

函
館
市
・
帯
広
市
・
釧
路
市
）と
の
間
で
、ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、 

さ
ま

ざ
ま
な
か
た
ち
で
地
域
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
9
年
、札
幌
市
お
よ
び
清
田
区
と

の
間
で「
さ
っ
ぽ
ろ
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー

協
定
」を
締
結
し
、さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
な
ど

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

旭
川
市
と
は
2
0
0
8
年
に「
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
協
定
」を
締
結

し
、旭
山
動
物
園
で
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
、帯
広
市
と「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
基
本
協
定
」を
締
結
し
ま
し

た
。帯
広
市
で
は「
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
め

ざ
す
環
境
モ
デ
ル
都
市
」と
し
て
、家
庭
や
店

舗
か
ら
回
収
し
た
食
用
油
で
製
造
さ
れ
る
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
利
用
を
促
進
し
て

お
り
、2
0
1
1
年
よ
り
当
社
の
ト
レ
ー
ラ
ー

1112

雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

ジョージアオリジナル旭川冬まつり缶の
売り上げを旭川市へ寄付

札幌市清田区の雪かきボランティア 札幌市清田区と「アダプト・プログラム」を締結

バリエーション豊富な「い・ろ・は・す」

（
※
1
）北
海
道
地
域
販
売
分

（
※
2
）2
0
1
3
年
1
月
現
在

　
　
　

国
内
製
造
品
6
0
0
㎖
以
下
の
P
E
T
ボ
ト
ル
対
象
／

　
　
　

日
本
コ
カ・コ
ー
ラ
社
調
べ

　
　
　

第21回YOSAKOIソーラン祭り缶 第64回さっぽろ雪まつり缶

北
海
道
に
根
ざ
し
た
製
品
づ
く
り
。

清
掃
活
動
を
定
期
的
に
実
施

や
ル
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
で
も
一
部
導
入
し
て
い

る
ほ
か
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
搭
載
自
動
販
売

機
の「
e
c
o
る
／
ソ
ー
ラ
ー
」を
集
中
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
、釧
路
市
と「
釧
路
市
民
と

と
も
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り「
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
わ
っ
と
」と
協
働
し
、行
政

情
報
や
地
域
情
報
な
ど
を
電
光
掲
示
板
付
き

自
動
販
売
機
か
ら
配
信
し
て
い
く
ほ
か
、「
氷

都
・
釧
路
」の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
ス
ケ
ー

ト
競
技
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
の「
天
災
」と
も
い
え
る
雪
害
に

対
す
る
支
援
活
動
と
し
て
、2
0
1
1
年
よ

り
、さ
ま
ざ
ま
な
道
内
企
業
と
連
携
し
、大

雪
に
悩
む
高
齢
者
宅
の
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、2
0
0
9
年
よ
り
当
社
従
業
員
と

札
幌
国
際
大
学
の
学
生
た
ち
が
連
携
し
て
、

本
社
近
隣
の
高
齢
者
宅
や
道
路
の
消
火
栓
、

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
9
年
よ
り
札
幌
工
場（
札
幌
市
清

田
区
）で
採
水
さ
れ
た
、地
元
北
海
道
の
美

味
し
い
天
然
水「
い
・
ろ
・
は
・
す
」を
販
売
し

て
い
ま
す（
※
1
）。飲
み
終
え
た
あ
と
に
軽

い
力
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
ぼ
る（
つ
ぶ
す
）

素敵な未来へ向かって、
企業や地域がつながる
北海道生まれの道産子企業として、私たちは地域社会を
活性化するさまざまな取り組みを行ってきました。
これからも、ふれあいをテーマに北海道のまちづくりを
企業の仲間たちとともに、応援していきます。

つながる
Action■
北海道を

もっと元気に!

4

こ
と
が
で
き
る
日
本
最
軽
量（
※
2
）の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
採
用
し
て
お
り
、美
味
し
く
楽

し
く
エ
コ
に
取
り
組
め
る
と
好
評
で
す
。

　

ま
た
、札
幌
工
場
で
は
、製
品
の
原
材
料

と
し
て
、北
海
道
産
の
て
ん
菜（
砂
糖
）や
ミ

ル
ク
を
1
0
0
％
使
用
し
、地
産
地
消
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
2
0
1
0
年
9
月
よ
り
、地
元
企

業
・
市
民
が
自
治
体
と
協
働
で
進
め
る「
ま

ち
美
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の「
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
清
田
区
と
締
結
し
て
い
ま
す
。

ア
ダ
プ
ト
と
は「
養
子
縁
組
」の
意
味
で
、道

路
を「
養
子
」に
見
立
て
、各
団
体
が「
里
親
」

と
な
り
、定
期
的
に
清
掃
活
動
を
行
う
も
の

で
す
。

　

当
社
は
本
社
前
の
通
り
の「
里
親
」と
し

て
、毎
年
春
か
ら
初
冬
に
か
け
て
、月
に
二

度
清
掃
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。2
0
1
2

年
12
月
、私
た
ち
の
継
続
し
た
取
り
組
み
に

対
し
て
、清
田
区
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

道内企業と連携した三笠市の雪かきボランティア（左より北海道テレビ放送㈱／北洋銀行／北海道コカ・コーラボトリング㈱／北海道銀行／日糧製パン㈱）



1314

環
境

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
カ・コ
ー
ラ
教
育
・
環
境
財
団

「
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
自
販
機
」の
導
入

北
海
道
コ
カ・コ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
で
は
、自
然
環
境
の
尊
さ
と
保
全
活
動
の
大
切
さ
を
伝
え
、

そ
の
取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
で
つ
な
が
る
環
境
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
し
い
環
境
活
動
の
か
た
ち
を
求
め
て

　2
0
1
2
年
夏
、コ
カ・コ
ー
ラ

シ
ス
テ
ム
で
は
、安
定
し
た
電

力
供
給
に
貢
献
す
る
べ
く
、

2
0
1
2
年
7
月
2
日
か
ら

9
月
30
日
ま
で
の
間
、自
動
販

売
機
の
輪
番
停
止
や
屋
内
で

の
24
時
間
消
灯
徹
底
な
ど
を

通
じ
、目
標
の
2
0
1
0
年
度

比
15
％
削
減
を
上
回
る「
15
・

8
％
の
節
電
」を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
取
り
組
み
は
、「
平
成

24
年
度
省
エ
ネ
大
賞
省
エ
ネ

事
例
部
門
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
会
長
賞
」を
受
賞
し
ま

し
た
。

　ま
た
、北
海
道
は
冬
場
の
電

力
需
要
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、

政
府
の
節
電
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。今
後
も
、継
続
し
て
節

電
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

自
動
販
売
機
の
節
電

省
エ
ネ
大
賞
受
賞

　「ピ
ー
ク
シ
フ
ト
自
販
機
」と
は
、冷

却
時
の
電
力
使
用
を
、一
般
的
に
電
力

使
用
が「
ピ
ー
ク
」と
な
る
日
中
か
ら
、

比
較
的
電
力
に
余
裕
が
あ
る
夜
間
に

シ
フ
ト
し
た
超
省
エ
ネ
型
の
自
動
販

売
機
で
す
。

　冷
却
運
転
を
停
止
し
た
ま
ま
で
、最

長
16
時
間
冷
た
い
製
品
を
販
売
で
き
、

日
中
の
消
費
電
力
を
95
％（
＊
）削
減

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

冷
却
運
転
時
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を

長
時
間
停
止
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、病
院

や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
静
音
が
求
め
ら

れ
る
場
所
へ
の
設
置
に
も
適
し
て
い

ま
す
。

　ま
た
、「
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
自
販
機
」

で
は
、「
全
体
冷
却
」お
よ
び「
断
熱
効

果
の
向
上
」「
気
密
性
の
向
上
」と
い

う
3
つ
の
技
術
を
向
上
さ
せ
た
こ
と

に
よ
り
、補
充
し
た
製
品
を
冷
却
す

る
ま
で
に
か
か
る
時
間
が
従
来
機
よ

り
約
25
％（
＊
）も
早
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、冬
に
一
部
製
品
を
加
温
す

る
際
も
、使
用
す
る
ヒ
ー
タ
ー
の
消

費
電
力
が
従
来
機
と
比
べ
て
20
％（
＊

＊
）少
な
く
な
り
、冷
却
に
使
用
す
る

電
力
と
合
わ
せ
て
も
68
％（
＊
）の
消

費
電
力
の
削
減
と
な
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　な
お
、こ
の
自
販
機
に
は
、地
球
温

暖
化
の
進
行
に
よ
り
生
息
数
の
減
少
が

心
配
さ
れ
て
い
る「
ポ
ー
ラ
ー
ベ
ア
」

（
＊
＊
＊
）が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
＊
）2
0
1
2
年
度
製
造
同
型
機
平
均
値
比

（
日
本
コ
カ・コ
ー
ラ
社
調
べ
）

（
＊
＊
）収
容
本
数
の
1
／
3
を
加
温
す
る
場
合

（
日
本
コ
カ・コ
ー
ラ
社
調
べ
）

（
＊
＊
＊
）ポ
ー
ラ
ー
ベ
ア
は
1
9
2
2
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
広
告
に

登
場
し
て
以
来
、世
界
中
で
コ
カ・コ
ー
ラ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
登
場
し
て
き
た
地
球
に
優
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

　「環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
2
0
1
2
」を
は
じ
め
、「
は
こ
だ

て
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
」や
札
幌
市
円
山
動
物
園
で
の「
ア
ー
ス

デ
イ
」、札
幌
市
青
少
年
科
学
館
の「
環
境
科
学
展
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、当
社
の
環
境
活
動

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

環
境
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

　公
益
財
団
法
人
コ
カ・コ
ー
ラ
教
育
・
環
境
財

団
は
、北
海
道
栗
山
町
と
と
も
に
同
町
の
廃
校

だ
っ
た「
雨
煙
別
小
学
校
」を
、環
境
教
育
な
ど

を
体
験
学
習
す
る
宿
泊
型
施
設「
雨
煙
別
小
学

校
コ
カ・コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
」へ
と
再
生
し
て
、

自
然
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開

す
る
ほ
か
、毎

年
地
域
の
環
境

教
育
・
保
全
団

体
を
表
彰
し
、

そ
の
活
動
を
応

援
し
て
い
ま

す
。ま
た
、当
社

の
セ
ミ
ナ
ー
や

社
員
研
修
に
も

活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

時間帯別電力需要の推移と
ピークシフト自販機の電力消費イメージ図

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

夜間の冷却運転時の
消費電力

電力需要

ピークシフト自販機
電力消費

待機電力17W

電力消費の
ピーク時間

時

冷却の電力を使わない

CUT

ピーク時間帯に加えその前後において冷却運動を停止し消費電力を削減
冷却停止時間：朝7時から夜23時

出典：東京電力HPより2012年6月1日の電力使用実績



環
境
負
荷
低
減

新
マ
ル
チ
P
E
T
ラ
イ
ン
稼
働

　

札
幌
工
場
で
は「
ラ
グ
ー
ン
処
理

方
式
」と
呼
ば
れ
る
専
用
施
設
で
排

水
を
処
理
し
、国
の
排
水
基
準
を
遵

守
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
微
生
物
の

自
己
浄
化
サ
イ
ク
ル
を
利
用
し
た
、

余
剰
汚
泥
の
発
生
量
が
少
な
い
排
水

処
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。

自
然
に
や
さ
し
い
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム

　

札
幌
工
場
で
は
、2
0
0
0
年
よ
り
廃
棄
物
の
埋
め
立
て
と
単
純
焼

却
処
理
を
一
掃
し
、す
べ
て
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」活
動
に
取
り
組
み
、2
0
0
1
年
か
ら
目
標
を
1
0
0
％
達
成
し

て
い
ま
す
。

　

コ
カ・コ
ー
ラ
シ
ス
テ

ム
で
は
、省
資
源
化
を

目
指
し
て
容
器
の
軽
量

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

札
幌
工
場
は「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

水
使
用
量
の
削
減

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
の
導
入

技
術
の
向
こ
う
に
見
え
る
、エ
コ
の
顔

真
の
快
適
さ
を
考
え
て
み
る
と
、太
陽
と
水
と
緑
の
あ
る
暮
ら
し
、

す
な
わ
ち
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、い
ま
緑
の
大
地
や
水
の
せ
せ
ら
ぎ
を
守
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
エ
コ
技
術
を
導
入
し
て
い
ま
す

　

札
幌
工
場
で
は
容
器
の
洗
浄
水
、製
品
の
殺
菌
工
程
か
ら
の

回
収
水
や
冷
却
水
な
ど
を
循
環
利
用
し
、約
2
、4
0
0
㎥
／

日（
20
時
間
稼
働
時
）の
節
水
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
、札
幌
工
場
で
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
無
菌
充
填
ラ
イ
ン
で
あ
る「
新
マ
ル
チ

P
E
T
ラ
イ
ン
」が
稼
働
し
て
い
ま
す
。こ
の
ラ

イ
ン
は
さ
ら
な
る
品
質
向
上
と
省
エ
ネ
を
実
現
し

た
最
新
鋭
の
ラ
イ
ン
で
、2
8
0
㎖
の
小
型
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
か
ら
2
ℓ
の
大
型
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
い

た
る
ま
で
、北
海
道
の
皆

さ
ま
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
多
彩
な
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
の
生
産
が

可
能
で
す
。ま
た
、洗
浄

水
の
削
減
に
つ
な
が
る

E
B（
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
・

ビ
ー
ム
）殺
菌
を
は
じ
め

と
す
る
最
先
端
の
技
術

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
0
年「
環
境

モ
デ
ル
都
市
」で
あ
る

帯
広
市
と「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
基

本
協
定
」を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
よ
り
当

社
の
ト
レ
ー
ラ
ー
や

ル
ー
ト
カ
ー
に
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
導

入
を
順
次
ス
タ
ー
ト

し
、新
し
い
時
代
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

 
 

COD、BOD濃度

※COD：化学的酸素要求量　BOD：生物化学的酸素要求量

COD
BOD

排水基準
 許容限度（日間平均）

160（120）
160（120）

2010年
最大値（日間平均）

13.5（8.6）
3.6（1.4）

2011年
最大値（日間平均）

11.4（8.8）
2.5（1.4）

（単位：mg/ℓ） 

2012年
最大値（日間平均）

14.0（9.0）
5.3（2.0）

　

2
0
1
0
年
3
月
よ

り
、「
い
・
ろ
・
は
・
す

（
I 

L
O
H
A
S
）」に

植
物
由
来
の
素
材
を
一

部（ 

5
〜
30
％
）使
用
し

た「
プ
ラ
ン
ト
ボ
ト
ル  

」

を
導
入
し
て

い
ま
す
。

TM

プ
ラ
ン
ト
ボ
ト
ル

容
器
の
軽
量
化現在

16g

減量率

10%

現在

33g

減量率

3%

　

大
切
な
資
源
で
あ
る
空
容
器
の

回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て

い
ま
す
。回
収
し
た
空
容
器
は
、自

社
ま
た
は
専
門
の
業
者
に
よ
り

P
E
T
・
ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル
な
ど

材
質
別
に
分
別
さ
れ
、再
資
源
と
し

て
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
済
み
空
容
器
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

国内の容器別リサイクル率（2011年度）

アルミ缶

スチール缶

PET ボトル（回収率）

ガラスびん（カレット使用率）

アルミ缶リサイクル協会

スチール缶リサイクル協会

PET ボトルリサイクル推進協議会

ガラスびんリサイクル促進協議会

92.5%
90.4%
85.8%
73.3%

ア
ル
ミ
缶

ス
チ
ー
ル
缶

現在

24g

減量率

20%

P
E
T
ボ
ト
ル

（
2
0
1
1
年
実
績
／
2
0
0
4
年
対
応
）

1516

肥
　料

再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

固
形
燃
料

セ
メ
ン
ト
原
料
、肥
料

発
電
、暖
房
燃
料

2

1

3,948

3,758

17

14

136

125

3,494

3,337

コ
ー
ヒ
ー
か
す
・

茶
か
す

紙
類

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

金
属
類

汚
泥

ガ
ラ
ス
類

一
般
廃
棄
物

2
0
1
0
2
0
1
1

リ
サ
イ
ク
ル
前

リ
サ
イ
ク
ル
後

（単位：t）※四捨五入のため、合計が合わない場合があります。

再
生
紙
、ダ
ン
ボ
ー
ル

再
生
金
属

ガ
ラ
ス
び
ん

7

8

105

98

186

174

133,882 19 205 3,383
2
0
1
2

3 78 180

合
　計

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容

工
場
廃
棄
物
排
出
量

02
酸素

工場から
出た有機物  

微生物

沈殿させて、
上澄みを川へ
流す。

工場

CO2
水

酸素 微生物
02

エアレーション
酸素を取り入れ、微生物を
活性化させる。

ラグーンシステム
微生物は有機物を食べ水と二酸化炭素に分解します。



環
境
会
計環

境
へ
の
影
響
を

　「見
え
る
化
」す
る
と

事
業
プ
ロ
セ
ス
ご
と
の
投
入
量(

I
N
P
U
T)

と

排
出
量(

O
U
T
P
U
T)

を
集
計
す
る
こ
と
で
、

各
部
門
が
ど
の
く
ら
い

環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
か
を
把
握
し
、

積
極
的
な
環
境
保
全
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

空容器回収・リサイクル量

ダンボール回収・リサイクル量
1,804 t
1,438 t

マテリアルバランス

OUTPUT

環
境
保
全
コ
ス
ト

　

夏
季
の
節
電
対
策
と
し
て
、自
動
販
売

機
に
輪
番
停
止
の
た
め
の
省
エ
ネ
タ
イ

マ
ー
を
導
入
し
、環
境
に
配
慮
し
ま
し
た
。

環
境
保
全
効
果

　

自
動
販
売
機
は
、夏
季
節
電
対
策
と

し
て
実
施
し
て
い
る
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
加

え
、6
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
自
動
販

売
機
の
輪
番
停
止
に
よ
り
、電
力
使
用
量

を
削
減
し
ま
し
た
。ま
た
、２
０
１
２
年
よ

り
新
規
購
入
の
自
動
販
売
機
は
、対
応
可

能
な
も
の
全
て
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　

工
場
は
、土
日
へ
の
勤
務
切
り
替
え

や
稼
働
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ

り
、電
力
使
用
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
消

費
電
力
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
に
増
設
し
た
新
工
場
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
成
形
か
ら
充
填
ま
で
を

一
体
化
し
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
慮
し
て

い
ま
す
。ま
た
、薬
剤
の
使
用
し
な
い

殺
菌
方
法
を
採
用
し
、ボ
ト
ル
洗
浄
水

を
約
５０
％
節
水
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
効
果
的
な
環
境
改
善
活
動

を
継
続
し
、環
境
負
荷
削
減
に
努
め
ま

す
。

自
動
販
売
機
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

２
０
１
２
年
に
耐
用
年
数
経
過
等
に

よ
り
廃
棄
し
た
自
動
販
売
機
は
約
２

千
８
百
台
で
す
。

環
境
会
計

製品 223 千kℓ

廃棄物

水

CO2

NOx

SOx

7,894 t
※CO2 二酸化炭素、NOX 窒素酸化物、
　SOX 硫黄酸化物

1,090
73,511
72.3
4.2

千㎥

t 

t

t

製品をつくる水、原材料、製造
工程や製品の配送、営業活動、
事業所、オフィス、物流倉庫、
自動販売機が使用する
エネルギー

びん・缶・
PETボトルの
リサイクル

INPUT

※集計方法については下記を
　ご参照願います。

原材料

水

電気

天然ガス

LPG

ガソリン

軽油

灯油

重油

44,412
1,326

120,123
5,483
25.8
576
3,270
384
155

t

千㎥

千kWh

千㎥

千㎥

㎘

㎘

㎘

㎘

回収・
リサイクル

工場排水処理 他
工場節水設備・省エネルギー設備 他
自動販売機のフロン回収・破壊
クリーンエネルギー車導入（天然ガス車・ハイブリッド車）
各事業所の廃棄物の処理・リサイクル
自動販売機の処理・リサイクル

空容器の回収・リサイクル
空容器回収ボックス・空容器回収用ポリ袋
再商品化委託費 他

環境負荷の測定

業界団体活動、環境支援活動 他
本社構内緑化保守

EMSシステム構築・運用、環境コミュニケーション

1.事業エリア内コスト

3.管理活動コスト

4.社会活動コスト 

2.上・下流コスト

（1）公害防止コスト
（2）地球環境保全コスト

（3）資源循環コスト

投資額 費用額

燃焼設備
車両

総エネルギー（熱量換算）
CO2排出量

NOX排出量

水使用量

GJ
t-CO2

t
t
m3

1,574,574
73,313

7.1
64.7

1,415,407

1,546,243
72,039

7.1
63.3

1,393,333

1,575,488
73,511

7.6
64.7

1,326,629

2011年
実績値 実績値

2012年
効果1　環境保全効果

項　目 単位 2010年
実績値 対前年増減率

1.9%
2.0%
6.7%
2.2%
-4.8%

リサイクルにより獲られた有価物の売却額
（自動販売機、缶、PET、プラスチック、
古紙等）

38,468 43,238 37,218

2010年 2011年 2012年

効果2　環境保全対策に伴う経済効果
内　容

（単位：千円）

計

計

計

計

合計

環境保全コスト

57,415
28,990
27,445

0
0

980
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

57,415

投資額 費用額
121,488
59,050
21,599
9,134
5,488
23,933
2,283

111,237
25,652
47,439
38,145
27,853
19,249
8,605
17,432
16,912
520

278,010

2,960
0

2,960
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2,960

124,690
64,685
20,880
8,270
5,488
23,301
2,067

106,399
24,573
44,378
37,448
38,249
29,645
8,605
17,382
16,862
520

286,720

項　目 主な取り組みの内容 2011年 2012年
（単位：千円）

・ NOX排出量は、環境省「環境活動評価プログラム」の排出係数より算出しています。
・ SOX排出量は、燃料の組成より理論値を用いて算出しています。
・車両の項目には、敷地内で使用するフォークリフト及び当社製品等を運搬している外部委託
   車両の燃料使用量を含めています。

＜集計方法について＞
・CO2は電力・燃料より、NOX・SOXは燃料より算出しています。（SOXは排出量が微量であるため、環境
   保全効果の表中には記載していません。）
・燃料由来のCO2排出量は、「地球温暖化対策推進法施行令」に基づく換算係数より算出しています。
・電力由来のCO2排出量は、電気事業連合会のＣＯ2排出原単位（2004年度）より算出しています。

122,067 119,146
1,415 1,393

85

956

407

1,448
248

792

764

1,8041,326
182

913

678

1,773

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600

1,800
2,000

空容器回収量の推移水使用量の推移使用電力量の推移

エネルギー使用量(熱量換算)の推移CO2排出量の推移
（単位：GJ）製造 管理・営業 車両 自動販売機B D 製造 管理・営業 車両 自動販売機B D（単位：t-CO2）

16,815

9,967

4,302

42,229

17,119

9,790
4,141

40,989

72,039

2010年 2011年 2012年

80,000

60,000

40,000

20,000

0

73,313

A C A C

製造 管理・営業 自動販売機B C 製造（井水） 管理・営業（上水）
管理・営業（井水）

B アルミ缶 スチール缶
PETボトル

B（単位：千㎥）（単位：千kWh） （単位：t）A A
C

A
C

B

D

A

C

2010年 2011年 2012年

1,574,574

356,332

146,089
86,135

986,017

1,546,243

362,554

143,505
83,125

957,058

200,000

0

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

D

A

C
B

2010年 2011年 2012年2010年 2011年 2012年2010年 2011年 2012年

B

A

C

A 1,312

0

500

1,000

1,500
150,000

100,000

50,000

0

A

C

B

13
11B

C 9
10B

C 4
10B

C

1,392 1,374

15,913
5,847

100,307

16,057
5,728

97,361

1718

1,575,488

424,146

147,433
80,842

923,066

19,872

10,056
4,050

39,533

73,511

120,123

5,406

93,903

20,814

※2012年の製造部門は、新マルチPETライン稼動により、多用なパッケージが生産できるようになりました。
　また、PET容器の成形も自社で行えるようになったことにより、容器の輸送エネルギー削減に貢献しております。
※四捨五入のため、合計が合わない場合があります。
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ひ
と
り
ひ
と
り
の
元
気
の
た
め
に

地
域
社
会
の
夢
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
も
、

人
び
と
の
心
を
ひ
と
つ
に
結
び
、
地
域
の
き
ず
な
を
深
め
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
地
域
の
親
し
ま
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

歩
み
続
け
ま
す
。

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

清
田
区
少
年
少
女

大
な
わ
と
び
大
会

　2
0
1
2
年
11
月
、
清
田

区
体
育
館
に
区
内
の
小
学
生

約
7
0
0
名
が
集
ま
り
、「
第

15
回
清
田
区
少
年
少
女
大
な

わ
と
び
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
社
は
大
会
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し
て
、
第
一
回
よ
り

飲
料
を
提
供
し
応
援
し
て
い

ま
す
。

45
年
目
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

　1
9
6
8
年
よ
り
当
社
は

毎
年
、
道
内
各
市
町
村
の
福

祉
施
設
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
製
品
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
2

年
は
約
14
万
本
を
寄
贈
し
、

1
9
6
8
年
か
ら
の
累
計
で

約
2
5
1
万
5
千
本
を
達
成

し
ま
し
た
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
活
動
を
応
援

　2
0
0
7
年
よ
り
、
当
社
は「
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」と
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を

結
び
、
毎
年
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
イ
ベ
ン

ト
デ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

2
0
0
7
年
よ
り「
Q
o
o
」が
球
団
マ
ス

コ
ッ
ト「
B
・
B
」と
一
緒
に
道
内
の
幼
稚
園

や
保
育
園
を
訪
問
し
、「
ち
ゃ
ん
と
食
べ
よ
う

体
操
」を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
食
育
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、「
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
」お
よ
び

「
レ
バ
ン
ガ
北
海
道
」を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て

応
援
し
、
北
海
道
に
お
け
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を
応
援

Y
O
S
A
K
O
I

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
を
応
援

　当
社
は
、
初
夏
の
札
幌
を
彩
る

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
」を
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー

と
し
て
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
元
の
札
幌
国
際
大
学
と
協
働
し
、

「
コ
カ
・
コ
ー
ラ
札
幌
国
際
大
学

チ
ー
ム
」と
し
て
第
3
回
か
ら
連

続
参
加
し
て
お
り
、
2
0
1
2
年

に
は
4
回
連
続
し
て
フ
ァ
イ
ナ
ル

進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、「
Y
O
S
A
K
O
I

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
応
援
デ
ザ
イ
ン

缶
」の
売
上
の
一
部
を
同
組
織
委

員
会
に
寄
付
し
、
祭
り
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

　当
社
は
2
0
1
0
年
よ
り「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運

動
」を
応
援
し
て
い
ま
す
。
当
社
の
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
で
は
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
重
要
性
を
訴
え

る
ほ
か
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
女
性
の
命
や
健
康
の

大
切
さ
、
ま
た
す
べ
て
の
病
気
・
が
ん
の
早
期
発

見
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
づ
け
、
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
の
10
月
に
は
、「
北
海
き

た
え
ー
る
」で
メ
ッ
セ
ー
ジ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
作

成
す
る
ほ
か
、
小
樽
で
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
ま
し
た
。

※デザインは一例です。



　

コ
カ
・コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
は
世
界
共
通

で「
K
O
R
E(Coca-Cola O

perating
Requirem

ents )

」と
呼
ば
れ
る
独
自
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
K
O
R
E
」は
原
材
料
の
調
達
か
ら

製
造
、
物
流
・
輸
送
、
販
売
を
経
て

お
客
さ
ま
に
製
品
が
届
く
ま
で
の
過

程
に
お
け
る「
品
質
」「
食
品
安
全
」「
環

境
」お
よ
び「
労
働
安
全
衛
生
」に
関

す
る
基
準
を
網
羅
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、

国
際
規
格
で
あ
る
I
S
O
や
各
種
法

令
の
要
求
事
項
を
満
た
し
つ
つ
、
さ

ら
に
厳
し
い
基
準
を
自
ら
に
課
す
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す※

。

　

各
項
目
の
要
求
事
項
に
対
し
て
実

際
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
状
況
の
測
定

が
審
査
登
録
機
関
に
よ
っ
て
少
な
く

と
も
年
1
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
社

外
第
三
者
か
ら
の
客
観
的
評
価
が
加

わ
る
こ
と
で
、
コ
カ・コ
ー
ラ
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
公
明
・
公
正
な
運
用
が
保
証
さ

れ
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、省
資
源
に
努
め

環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て

K
O
R
E

トップマネジメント

統括環境システム責任者

各部門長 各部門長

環境システム責任者環境システム責任者
（関連会社）

P
Plan D

Do

C
Check

A
Act

 

PDCA
サイクル

継続的改善

環境
方針

計画
実施及び運用

点検

マネジメント
レビュー

ISO14001における環境保全推進体制
　

2
0
1
0
年
2
月
、
本
社
敷
地
内

に
所
在
す
る
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
各

事
業
所
で
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
国
際
標
準
規
格
で
あ
る

[

I
S
O
1
4
0
0
1]

を
認
証
取
得
し

ま
し
た
。
組
織
と
し
て
決
定
し
た
環

境
方
針
の
も
と
で
、
事
業
活
動
・
製

品
及
び
サ
ー
ビ
ス
が
環
境
に
与
え
る

影
響
を
把
握
・
評
価
・
是
正
し
、
継
続

的
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
廃
棄
物
の
削
減
、

再
資
源
化
の
促
進
、
汚
染
の
予
防
、

そ
し
て
環
境
保
全
に
対
す
る
全
従
業

員
の
意
識
向
上
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

原
材
料
の
調
達
、
製
品
の
製
造
か
ら
お
客
さ
ま
に
届
く
ま
で
、

コ
カ・コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
独
自
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と

国
際
規
格
の
認
証
取
得
を
と
お
し
て
、
経
営
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

は
、
責
任
あ
る
企
業
市
民
と
し
て
、
地
球
環
境
の

保
全
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
を
行
い
、
地
域
社
会

の
豊
か
な
環
境
の
維
持
と
社
会
の
継
続
的
な
発
展

に
貢
献
し
ま
す
。

1
．
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
に
努
め
、

　
　

環
境
負
荷
を
低
減
し
ま
す
。

2
．
事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄
物
の
削
減
と

　
　

再
資
源
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

　
　

汚
染
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

3
．
環
境
保
全
に
対
す
る
全
従
業
員
の

　
　

意
識
向
上
を
図
り
、
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て

　
　

環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

4
．
地
域
社
会
に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
へ
の

　
　

協
力
・
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

5
．
環
境
に
配
慮
し
た
物
品
の
購
入
を

　
　

促
進
し
ま
す
。

6
．
環
境
関
連
法
規
制
、
K
O
R
E（
コ
カ・コ
ー
ラ

　
　

シ
ス
テ
ム
）が
定
め
る
基
準
及
び
そ
の
他
の

　
　

要
求
事
項
を
遵
守
し
ま
す
。

2
0
1
1
年
4
月
26
日
制
定

内部監査チーム

環　
境　
理　
念

環
境
理
念

環
境
行
動
指
針

構造と特徴

4
つ
の
側
面
を
カ
バ
ー

●
品
質
　●
食
品
安
全
　●
環
境

●
労
働
安
全
衛
生

国
際
規
格
の
I
S
O
、

各
種
法
令
＋
α
の

厳
し
い
基
準

大
き
く
2
つ
の
階
層
に

分
か
れ
る

ISO14001認証

※「
品
質
」に
関
し
て
は
I
S
O
９
０
０
１
に
、「
食
品
安
全
」

　

は
G
F
S
Ｉ
に
、「
環
境
」は
I
S
O
1
4
0
0
1
に
、「
労

　

働
安
全
衛
生
」は
O
Ｈ
S
A
S
１
８
０
０
１
に
準
拠
。

4つの基準
品質…………… ISO9001
食品安全……… GFSI(FSSC22000)
環境…………… ISO14001
労働安全衛生… OHSAS18001

4つの方針
品質方針、食品安全方針、
環境方針、労働安全衛生方針

KOREの要求事項

参照文書
References

作業手順
Procedures

要求事項
Requirements

規格
Specifications

基準
Standard

「作業手順」
「参照文書（手引き）」
▶目的を達成するための方法。

「方針」「基準」「規格」
「要求事項」

目的
What

方法
HOW

KOREの構造

方 針
Policies

KORE
Coca-Cola（KO*）  OPERATING REQUIREMENTS
コカ・コーラ オペレーティング リクワイアメント
＊「KO」は、ニューヨーク証券取引所に上場しているコカ・コーラカンパニーの略称です。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

「
K
O
R
E
」

▶達成しなければならないこと。
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安
全
と
安
心
を
お
届
け
す
る
た
め
に

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
変
わ
ら
な
い「
お
い
し
さ
」、
そ
し
て「
安
全
」を
求
め
て
、

北
海
道
コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
わ
た
っ
て
品
質
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

コ
カ・コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
は
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
に
で
も
、
安
心

し
て
お
客
さ
ま
に
お
飲
み
い
た
だ
け
る

高
品
質
な
製
品
を
提
供
す
る
た
め
に
努

め
て
い
ま
す
。
2
0
0
4
年
か
ら
は「
フ

レ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
活
動
」を
開
始
し
、
在

庫
の
適
正
管
理
に
よ
っ
て
、
製
造
か
ら

お
客
さ
ま
の
手
元
に
届
く
ま
で
の
期
間

に
目
標
を
設
定
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
し
た
。

　

2
0
0
7
年
に
は
、
全
社（
製
造
・
販

売
・
管
理
部
門
）を
対
象
に
、
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格

[

I
S
O
9
0
0
1 : 

2
0
0
0]

の
認

証
を
取
得
し
、
2
0
0
9
年
10
月
に
は

[
I
S
O
9
0
0
1 : 

2
0
0
8]

へ
の

移
行
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も
、

グ
ル
ー
プ
全
員
で
経
営
品
質
を
高
め
て

い
く
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
ま
で
の

鮮
度
管
理
目
標
や
製
品
取
扱
管
理
基
準

を
設
け
、
賞
味
期
限
切
れ
や
容
器
不
良

の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、

自
動
販
売
機
に
お
け
る
賞
味
期
限
切
れ

の
防
止
に
つ
い
て
は
、
自
動
販
売
機
へ

商
品
を
装
填
す
る
営
業
担
当
者
が
、
適

正
本
数
の
装
填
と
補
充
時
の
チ
ェ
ッ
ク

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
工
場
倉
庫
出
荷
か
ら
自

動
販
売
機
へ
装
填
さ
れ
る
ま
で
の
管
理

や
在
庫
の
適
正
化
、
缶
ウ
ォ
ー
マ
ー
の

温
度
管
理
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設

定
し
、
安
全
か
つ
高
品
質
な
製
品
と

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
お
客
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
ご
指
摘
・
ご
提
案
・
お
問
い
合
わ

せ
な
ど
の
声
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
ご

指
摘（
苦
情
）対
応
に
関
す
る
国
際
規
格

[

I
S
O
1
0
0
0
2]

に
適
合
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
、
2
0
0
7
年
8
月

に
適
合
を
宣
言
し
ま
し
た
。

I
S
O
1
0
0
0
2
へ
の

適
合
を
宣
言

製品・サービス

お客さまからの声

電話 手紙 インターネット

　

コ
カ
・
コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム

が
世
界
共
通
で
導
入
し
て
い

る
独
自
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム「
K
O
R
E
」の
4

つ
の
側
面
で
あ
る
、
品
質
・

食
品
安
全
・
環
境
・
労
働
安

全
衛
生
の
観
点
か
ら
、
札
幌

工
場
で
は
製
品
の
安
全
性
を

追
求
し
、
品
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
0

年
に
は
、
食
品
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
認
証
規

格
で
あ
る「
F
S
S
C
２
２

０
０
０
」を
取
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
の
品

質
を
守
る
た
め
に
、
複
数
の

検
査
士
に
よ
る
味
覚
検
査
を

は
じ
め
、
製
造
設
備
の
徹
底

し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
実

施
、
さ
ら
に
使
用
す
る
水
質

の
安
全
性
の
保
証
に
努
め
て

い
ま
す
。

札
幌
工
場
の
取
り
組
み

ISO9001:2008認証

［基本理念］
私たちは、生活者やお客さまに「さわやかさと潤い」をお届けしたい
と考えています。
お客さまとのコミュニケーションを大切にし、お客さまへ安全で安心
できる製品、サービスを提供するとともに、お客さまの声を積極的
に企業活動に活かし、地域のみなさまから「信頼され、認められる
企業」を目指してまいります。

［基本方針］
（１） お客さまの声を真摯に受け止め、公正、公平で透明性の高い

対応を心掛けるとともに、迅速、適切に行動します。
（２） お客さまとの大切なコミュニケーションの機会ととらえ、積極的

な情報提供を行います。
（３） 社会に対する責任を自覚し、関連する法的、倫理的な要求事

項や自主的基準を遵守します。
（４） お客さま満足の向上を目指して、常に最善を尽くします。

※「KORE」はISO9001（品質マネジメントシステム）、FSSC22000（食品安全マネジメントシステム）、
　ISO14001（環境マネジメントシステム）、OHSAS18001（労働安全衛生マネジメントシステム）の基準が含まれています。

お客さま

製品に関するお問い合わせは
日本コカ・コーラ（株）お客様相談室

0120-308509　
サ ワ ヤ カ コ ー ク

◀土日祝祭日を除く
　9：30～17：00

URL http://www.cocacola.co.jp

お客さまへの対応について、ご指摘(苦情)対応に関する
国際規格［ISO10002］に適合していることを確認し、
2007年8月に適合を宣言しました。

お客様
相談室

関連部署

品　質

マーケティング

経営トップ日
本
コカ・コーラ（株）　北海道コカ・コーラボ

トリン
グ（
株）

PDC
Aサイクル

安
全
で
安
心
な
製
品
を

お
客
さ
ま
へ

全
社
で
I
S
O
9
0
0
1
の

認
証
を
取
得

新
鮮
な
製
品
を

お
届
け
す
る
た
め
に

K
O
R
E

2324
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企
業
と
し
て
の

社
会
的
責
任

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

　企
業
倫
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

重
要
性
を
認
識
し
、企
業
の
社
会
的
責

任（
C
S
R
）を
果
た
す
こ
と
を
経
営
上

の
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　お
客
さ
ま
、株
主
・
投
資
家
の
み
な
さ

ま
、お
取
引
先
さ
ま
、社
員
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
利
害
関

係
者
）と
良
好
な
関
係
を
築
く
と
と
も

に
、 

的
確
な
経
営
の
意
思
決
定
、そ
れ
に

基
づ
く
業
務
遂
行
、適
正
な
監
督
・
監
査

を
可
能
と
す
る
経
営
体
制
を
構
築
し
、

総
合
的
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
充
実
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

　会
社
法
の
施
行
に
と
も
な
い「
業
務

の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の

基
本
方
針
」に
つ
い
て
取
締
役
会
決
議

し
、併
せ
て
当
社
の
内
部
統
制
シ
ス
テ

ム
の
強
化
と
、社
会
的
信
頼
の
獲
得
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
北
海
道

コ
カ・コ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
管
理
基
本
規
程
」を
制
定
し
て
い

ま
す
。

　ま
た
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す

る
適
切
な
情
報
開
示
と
グ
ル
ー
プ
経
営

基
盤
強
化
の
一
環
と
し
て
、金
融
商
品

取
引
法
に
対
応
す
る
た
め
の「
内

部
統
制
の
基
本
方
針
書
」を
制
定

し
、財
務
報
告
に
係
わ
る
内
部
統

制
の
適
切
な
整
備
・
運
用
お
よ

び
、そ
の
評
価
・
報
告
を
毎
期
継

続
し
て
行
う
こ
と
に
努
め
て
い

ま
す
。

危
機
管
理
体
制
の
強
化

　当
社
は
、リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
委
員
会
を
組
織
し
、予
防
的
な

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
行

す
る
と
と
も
に
、天
災
・
製
品
事

故
等
が
発
生
し
た
際
の
対
応
手

順
で
あ
る「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」を
作
成
し
、リ
ス
ク
管
理

体
制
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、コ
カ
・
コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
の
危
機

管
理
シ
ス
テ
ム（
I
M
C
R
）と
の
連
携

や
研
修
等
を
通
じ
、リ
ス
ク
管
理
対
応

力
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　C
S
R
経
営
を
推
進
す
る
う
え
で
の

現
状
分
析
と
課
題
の
抽
出
に
取
り
組

み
、地
域
に
貢
献
す
る
企
業
市
民
と
し

て
適
切
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
、各
委

員
会
や
本
社
各
部
門
・
グ
ル
ー
プ
各
社

で
構
成
す
る「
C
S
R
会
議
」を
定
例
開

催
し
、グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
組
織
的

な
C
S
R
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　万
が
一
の
災
害
発
生
時
に
は
、従
業

員
の
安
否
を
素
早
く
確
認
す
る
た
め

に
、携
帯
電
話
を
活
用
し
た
一
斉
配
信

に
よ
る
安
否
確
認
の
取
り
組
み
を
進
め

る
と
と
も
に
、災
害
時
に
不
足
が
予
想
さ

れ
る
物
品
を
備
蓄
し
、従
業
員
の
安
全
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

　良
き
企
業
市
民
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、1
9
9
7
年
12
月
に
設
置
し
た「
企

業
倫
理
行
動
委
員
会
」の
も
と
、企
業
倫

理
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、従

業
員
が
上
長
な
ど
に
相
談
し
に
く
い
場

合
の
相
談
窓
口
と
し
て
、匿
名
性
の
確
保

と
相
談
内
容
の
機
密
保
持
に
万
全
を
期

し
た「
オ
ー
プ
ン
ド
ア
・
ル
ー
ム
」を
運

用
し
て
い
ま
す
。

　お
客
さ
ま
・
お
取
引
先
さ
ま
を
は
じ

め
と
す
る
個
人
情
報
の
重
要
性
を
認
識

し
、2
0
0
5
年
4
月
に
完
全
施
行
さ
れ

た
個
人
情
報
保
護
法
を
遵
守
す
る
た
め
、

個
人
情
報
保
護
ポ
リ
シ
ー
お
よ
び
個
人

情
報
保
護
規
程
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、

e
｜

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
社
員
教
育
や

I
T
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
な
ど
、個
人

情
報
の
保
護
に
グ
ル
ー
プ
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　車
両
事
故
の
未
然
防
止
、交
通
ル
ー

ル
マ
ナ
ー
の
遵
守
及
び
安
全
意
識
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、ア
ル
コ
ー

ル
検
知
器
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
レ
コ
ー

ダ
ー
を
導
入
し
て
い
る
ほ
か
、交
通
事

故
を
起
こ
し
た
社
員
を
対
象
に
動
画
に

よ
る
危
険
予
知
訓
練
を
行
う
な
ど
車
両

事
故
の
再
発
防
止
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
を
図
る
こ

と
を
目
的
に「
育
児
・
介
護
休
業
法
」の

定
め
に
基
づ
い
た
、育
児
休
業
制
度
、介

護
休
業
制
度
、子
ど
も
の
看
護
休
暇
、介

護
休
暇
、所
定
労
働
時
間
を
最
大
3
時

間
短
縮
で
き
る
育
児
短
時
間
勤
務
制
度

の
ほ
か
、所
定
外
労
働
の
免
除
、育
児
・

介
護
の
た
め
の
時
差
勤
務
制
度
を
設
け
、

子
育
て
や
介
護
を
し
な
が
ら
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
体
制
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　障
が
い
者
の
雇
用
率
は
グ
ル
ー
プ
全

体
で
2.3
％
と
法
定
雇
用
率（
2.0
％
）に

達
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
の
求
人
活
動
を
通
じ
て
、積

極
的
に
障
が
い
者
雇
用
を
実
現
し
て
い

き
ま
す
。

　社
員
が
働
き
な
が
ら
幅
広
い
知
識
や

高
度
な
専
門
能
力
を
積
極
的
に
習
得
し

て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
制
度
」を
2
0
1
1
年
に

開
設
し
ま
し
た
。ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

で
M
B
A
の
習
得
を
目
指
す「
M
B
A

コ
ー
ス
」や
、語
学
ス
ク
ー
ル
で
英
語
・

中
国
語
の
習
得
を
目
指
す「
語
学
コ
ー

ス
」の
ほ
か
、2
0
1
2
年
か
ら
は
コ
カ・

コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
か
ら
学
び
、体
験
す
る「
海
外
研
修

コ
ー
ス
」を
新
た
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

企
業
と
し
て
の

社
会
的
責
任
を
果
た
す

C
S
R
会
議
の
定
例
開
催

企
業
倫
理
活
動
へ
の

取
り
組
み

交
通
安
全
へ
の
取
り
組
み

仕
事
と
家
庭
の

両
立
支
援
へ
の
取
り
組
み

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

制
度
に
つ
い
て

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

災
害
発
生
時
の
取
り
組
み

取締役会長
代表取締役社長(議長）

リスクマネジメント
委員会

株主総会

会
計
監
査
人

監
査
役（
会
）

取締役会

各部門

監査室

代表取締役

経営会議

企業倫理行動委員会

リスクマネジメント委員会

内部統制実行委員会 グループ各社

選任

選任

選任 選任

監査 監査

監
査

連
携

監
査

意見交換

報告

報告

連携

検査
指導
教育

監査
指導
教育

監査
指導
教育

コーポレート・ガバナンスおよび内部統制の模式図

北海道
コカ・コーラ
プロダクツ㈱
リスク

マネジメント
委員会

（
内
部
統
制
に
お
け
る
統
治
）

（自律的に実施、
点検、評価、改善）

協力会社

親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
続
け
る

企
業
へ
向
け
て

企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、

地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
、

い
つ
ま
で
も
さ
わ
や
か
な
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

CSR会議

代表取締役

広報・CSR
推進部
事務局

北海道コカ・コーラボトリング㈱危機管理体制

北海道
ベンディング㈱
リスク

マネジメント
委員会

幸楽輸送㈱
リスク

マネジメント
委員会

北海道
サービス㈱
リスク

マネジメント
委員会外国人観光客へサンプリングを行う

語学コース対象者

広報・CSR推進部

企業倫理行動委員会

リスクマネジメント委員会

内部統制委員会

中央安全衛生委員会

本社各部

グループ会社
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コ
カ・コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
と

　 北
海
道
コ
カ・コ
ー
ラ

　  ボ
ト
リ
ン
グ

ボ
ト
ラ
ー
各
社

製品製造

物　流

販　売

回　収

リサイクル

コカ・コーラシステム概要

日
本
コ
カ・コ
ー
ラ
㈱

企　画

研究開発

原液製造

㈱コカ・コーラ
東京研究開発センター

北海道コカ・コーラ
ボトリング株式会社

北陸コカ・コーラ
ボトリング株式会社

コカ・コーラウエスト
株式会社

南九州コカ・コーラ
ボトリング株式会社

四国コカ・コーラ
ボトリング株式会社

沖縄コカ・コーラ
ボトリング株式会社

仙台コカ・コーラ
ボトリング株式会社

利根コカ・コーラ
ボトリング株式会社

三国コカ・コーラ
ボトリング株式会社

東京コカ・コーラ
ボトリング株式会社

コカ・コーラセントラル
ジャパン株式会社

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

本社
工場
事業所

倶知安

小樽

千歳

岩見沢

滝川

八雲

室蘭登別

苫小牧

日高

富良野

紋別

北見
網走

稚内

帯広

旭川

函館

釧路

中標津
札幌

私
た
ち
は
、
21
世
紀
の
創
発
的
な
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

・
私
た
ち
は
、
常
に「
さ
わ
や
か
さ
と
潤
い
」を
届
け
ま
す
。

・
私
た
ち
は
、
生
活
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
ま
す
。

・
私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
が
さ
わ
や
か
な
存
在
に
な
り
ま
す
。

・
私
た
ち
は
、
時
代
の
変
化
に
適
応
し
変
革
を
起
こ
し
続
け
ま
す
。

・
私
た
ち
は
、「
環
境
に
、
地
域
に
優
し
い
」企
業
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

・
私
た
ち
は
、
良
き「
企
業
市
民
」と
し
て
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

中
期
経
営
計
画

コ
カ・コ
ー
ラ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
と

道
産
子
企
業
の
地
域
密
着
力
で
北
海
道
に
貢
献
す
る
。

私
た
ち
は
、

1  

生
活
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
に「
さ
わ
や
か
さ
と
潤
い
」を
提
供
し
ま
す
。

2  

生
活
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
共
存
共
栄
を
図
る
と
と
も
に
地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

3  

変
革
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
活
力
あ
る
創
発
的
な
企
業
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
ま
す
。

. . .

経

営

指

針

経

営

理

念

社
員
行
動
規
準

みちのくコカ・コーラ
ボトリング株式会社

さ
わ
や
か
さ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
さ
わ
や
か
さ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
札
幌
の
本
社
を
中
心
に
、

広
く
全
道
各
地
へ
拠
点
網
を
有
し
て

い
ま
す
。

　こ
の
北
海
道
で
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
に
で
も
、
変
わ
ら
な

い
味
を
お
届
け
で
き
る
の
も
、
地
域

に
密
着
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る

か
ら
こ
そ
可
能
な
の
で
す
。

コカ・コーラ
カスタマーマーケティング㈱
㈱エフ・ヴィ・コーポレーション

北海道コカ・コーラプロダクツ㈱

幸楽輸送㈱

北
海
道
の
美
し
い
自
然
を
愛
す
る
企
業
市
民
と
し
て
、

こ
の
豊
か
な
大
地
へ
想
い
を
つ
な
ぎ
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
を
展
開
し
な
が
ら
、

地
域
と
と
も
に
一
歩
ず
つ
着
実
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

北
の
大
地
と
と
も
に
成
長
す
る
企
業
と
し
て

環 境 ●地球の温暖化防止・エネルギー削減
●容器の軽量化・空容器回収・リサイクル
●水資源保護

市 場 ●安全な製品の提供
●あらゆる人々のニーズに応える製品価値の提供
●消費者のアクティブで健康的な生活のサポート

社 会
●地域社会への貢献

職 場 ●安全かつ
　魅力ある
　職場環境づくり

北海道ベンディング㈱



工
場
見
学
／

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「
さ
わ
や
か
さ
」を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い

み
な
さ
ま
と
の
よ
り
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
願
い
、

私
た
ち
は
工
場
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

札
幌
工
場
へ
よ
う
こ
そ
!

会社の概要 グループ会社の概要
●北海道コカ・コーラプロダクツ株式会社
清涼飲料水及び飲料水用容器の製造
各種自動販売機の修理、設置及び撤去

●北海道ベンディング株式会社
自動販売機による飲料、食品等の販売

●幸楽輸送株式会社
コカ・コーラ社製品の工場・営業所間の輸送、
一般貨物輸送、倉庫業

●北海道サービス株式会社
一般事務処理業務、CD・ビデオの販売・賃貸、
書籍等の販売、事務機器等のリース、清掃業、損害保険代理業

企業集団の財産および損益の状況の推移

北海道コカ・コーラボトリング株式会社
（コカ・コーラ指定会社）
HOKKAIDO COCA-COLA BOTTLING CO.,LTD.

1963年1月24日

〒004-8588
札幌市清田区清田一条一丁目2番1号
TEL（011）888-2001（総務人事部）

29億3,515万4千円

443名（グループ1,006名）
（2013年3月末日現在）

北海道を販売地域とした清涼飲料の製造
および販売

本社、札幌工場、営業拠点（22）

毎年12月31日（年1回）

東京証券取引所市場第2部、札幌証券取引所

（単位：百万円）

2930

ビデオ上映・
試飲

「さわやかさとうるおい」が生まれる現場に
足を運んでみませんか？

概要説明
製造工程
立体自動
倉庫見学

5分 35分 20分

　当
社
で
は
、
創
業
以
来「
工

場
見
学
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

工
場
見
学
で
は
、
徹
底
し
た
衛

生
管
理
の
も
と
で
製
造
さ
れ
る

コ
カ・
コ
ー
ラ
社
製
品
の
製
造
工

程
の
ほ
か
、
昔
懐
か
し
い
自
動

販
売
機
や
ポ
ス
タ
ー
、
環
境
・

地
域
と
の
取
り
組
み
な
ど
を
、

案
内
員
が
わ
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　2
0
1
2
年
も
、た
く
さ
ん

の
お
客
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。近
年

で
は
、社
会
見
学
・
修
学
旅
行
に

加
え
、大
人
の
お
客
さ
ま
に
も

多
く
ご
来
場
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、年
代
に
応
じ
た
説

明
内
容
で
み
な
さ
ま
に
ご
満
足

い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

工場見学のご案内

代表取締役社長　矢　吹　 健　次
代表取締役専務　佐々木　 康　行

区分 第49期
（2010年）

63,043
1,357
1,375

第50期
（2011年）

57,072
1,503
2,651

第51期
（2012年）

56,276
629
722

売 上 高
経 常 利 益
当期純利益

商 　 号

設 　 立

代 表 者

本 社 所 在 地

資 本 金

従 業 員 数

事 業 の 概 要

事 業 所

決 算 期 日

上場証券取引所

ペットボトル製品の製造ライン

春：春休み特別イベント「ペットボトルで空気砲を作ろう！」 夏：夏休み特別イベント「水辺の生きものを知ろう！」

工
場
見
学
イ
ベ
ン
ト

　札
幌
工
場
で
は
、工
場
見
学
春
休
み

イ
ベ
ン
ト「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
空
気
砲

を
作
ろ
う
！
」や
夏
休
み
特
別
イ
ベ
ン

ト「
水
辺
の
生
き
も
の
を
知
ろ
う
!
」な

ど
、季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

お申し込み・お問い合わせ（広報・CSR推進部）

☎011-888-2100工場見学はあらかじめお申し込みが必要です。
直接電話または手紙でご予約ください。

所要時間
約60分

お客さまの声にお応えし、
7～9月は土曜日の見学を
実施しています。

※工場設備点検などにより、稼働していない
　場合は、映像でのご案内になります。

約60分

札幌工場
札幌市清田区清田一条一丁目２番１号

※ご要望に応じて調整することができます。所要時間

見学場所

工場見学のお申し込み方法

毎週月曜～金曜日（祝祭日も可）
午前10:00～12:00、  午後1:30～4:30
※祝祭日は一部休みの日もあります。　
※7～ 9月は土曜日も見学いただけます。

見学できる
日時



北海道コカ・コーラボトリング株式会社
〒004-8588
札幌市清田区清田一条一丁目2番1号
TEL(011)888-2135［広報・CSR推進部］

ホームページアドレス
http://www.hokkaido.ccbc.co. jp/

【CSRレポート バックナンバー】
バックナンバーは下記の当社ホームページでご覧いただけます。
http://www.hokkaido.ccbc.co.jp/company/csrreport.html

2012年1月1日～2012年12月31日。実績データは2012
年、活動内容の一部は2013年も含みます。

原則的にグループ連結会社を対象としています
（「グループ会社の概要」参照）。

今後の企業活動やレポートづくりの参考とさせていた
だくため、本レポートをお読みいただいたみなさまのご意
見・ご感想をお寄せいただければ幸いです。

CSRレポート2010 CSRレポート2011 CSRレポート2012

〒004-8588 札幌市清田区清田一条一丁目2番1号
TEL(011)888-2135（広報・CSR推進部）
COCA-COLA、コカ・コーラ、GEORGIA、ジョージア、I LOHAS、
い・ろ・は・す、COCA-COLA Zero、コカ・コーラゼロ、Fanta、ファンタ、
MinuteMaid、ミニッツメイドは The Coca-Cola Companyの商標です。

北海道コカ・コーラボトリング株式会社
〈コカ・コーラ指定会社〉

2013年4月発行／次回は2014年3月の発行予定です。

作成部署・連絡先

編集方針

［ 対象期間 ］

［ 対象組織 ］

［ ご意見・ご感想 ］

「～北の大地とともに～北海道コカ・コーラボトリング株
式会社CSRレポート2013」は、 当社グループのCSR
（Corporate Social Responsibility:企業の社会的責任）に
対する取り組みをわかりやすく開示し、ステークホルダー
（利害関係者）のみなさまからご意見をいただき、北海道
の明るい未来を形づくる持続可能な活動につなげること
を目的に発行しています。



「～北の大地とともに～北海道コカ・コーラボトリング株式会社 CSRレポート2013」をお読みいただき
誠にありがとうございます。
今後の企業活動やレポートづくりの参考とさせていただくため、みなさまのご意見・ご感想を、FAXまたは郵送にてお寄せいただければ幸いです。

□に印をおつけください。

このレポートに
ついての評価を
お聞かせください。

●内容の充実度 □ 充実している □ 普通 □ 不足している
●情報量 □ 多すぎる □ 適切 □ 少なすぎる
●読みやすさ、わかりやすさ □ 良い □ 普通 □ 悪い
●デザイン □ 良い □ 普通 □ 悪い

特に興味を
持たれた内容は
ありましたか？
（いくつでも）

□ お客さま □ お取引先 
□ 行政関係 

□ 株主・投資家
□ 企業・団体のCSRご担当者 □ NGO/ NPO
□ 当社グループ社員・家族 □ 当社グループの事業所近隣の方 □ 学生
□ 研究・教育機関 □ 報道関係 
□ その他（ ）

どのような
お立場でお読みに
なられましたか？

その他、ご意見･
ご感想などご自由に
ご記入ください。

◆ご協力ありがとうございました。差し支えなければ下記もご記入ください。
性別/ □ 男性

□ 女性
年齢/ □ 16歳未満 □ 16～20歳 □ 21～25歳 □ 26～30歳 □ 31～40歳 

□ 41～50歳 □ 51～60歳 □ 61～70歳 □ 71歳以上

北海道コカ･コーラ ボトリング株式会社  広報・CSR推進部
〒004-8588 札幌市清田区清田一条一丁目2番1号
TEL（011）888-2135

みなさまのご意見・ご感想をお寄せください。
～北の大地とともに～
北海道コカ・コーラボトリング株式会社
CSRレポート2013アンケート

アンケート送付先

□  つながる北海道　           北海道コカ・コーラボトリンググループ つながる50年

 

□  つながるAction 2 安全・安心ネットワーク　かけがえのないふるさとを守りたい

□  つながるAction 1 環境・水の循環　途切れず、つづける。次世代につなぐ。北海道の豊かな水環境

□  つながるAction 3 子どもたちの笑顔を応援 !　子どもたちの「もっと」に応えたい

北海道をもっと元気に!　素敵な未来へ向かって、企業や地域がつながる□  つながるAction 4

□  環境コミュニケーション 新しい環境活動のかたちを求めて

□  環境負荷低減 技術の向こうに見える、エコの顔

環境への影響を「見える化」すると□  環境会計

地域コミュニケーション□   ひとりひとりの元気のために

安全と安心をお届けするために

 

□  KORE

□  KORE

□  企業としての社会的責任 親しまれ信頼され続ける企業へ向けて

北の大地とともに成長する企業として□  コカ・コーラシステム 

□  工場見学/プロフィール 「さわやかさ」を身近に感じてほしい
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